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こどもの作品を前に、「素敵ね！」「上手だね！」と感激することは良くありますが、一方で、「画面に小さく描 い
ているのは心が萎縮しているから？」「実物と違うかたちや色を使うのは未熟だから？」「なんだか見栄え がしないな」
などと感じることも少なくないでしょう。しかし、こどもは本来おとなを感激させたり、喜ばせたりす るために描い
ているのではありません。ましてや見栄えの事など考えません。（最近は、先生や親のイメージ をこどもを使って表
現させようとするような「描画法」が流行っていたりもしますが、これらは、こどもの発達や 育ち、絵を描いたりも
のをつくることの教育的な意義を忘れて、あるいは理解できずに、おとなの価値観を押し つけてしまっているのに過
ぎません。）
当日は、実際に展示されている作品を通して、こどもの表現と育ちにつ いて、科学的なこども理解に基づいてお話

しいたします。

私たちは、ともすれば美術教育をめぐっていくつかの勘違いをしています。ひとつは、いつのまにか、こどもを 使っ
て自分のイメージを描かせようとする勘違い。その背景には「このように描かせたい」「このように描かせ るべきだ」
という作品の完成イメージを強く持ちすぎているということがあります。いまひとつは、技術指導をす るとこどもの
創造性を阻害するという勘違い。自由にのびのびとといいながら放任放縦し、こどもが自分の思 いをかたちにする力
を育てそこなっているのです。
当日は、会場の作品をはじめとした具体的な事例を基に、 こどもの発達や成長に根ざした美術教育の指導のありか

たについて考えます。
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